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第 3 章では、 NS-BOX のさまざまな形状開発の変遷とその技術課題を整理・考察するとともに、新しい構造部材に






第 6 章では、第 4 章で述べた各種構造試験の結果を受けて、鋼製地中連続壁における単独壁、重ね壁および一体壁
に対して、それぞれの壁体剛性および壁体応力度の照査方法を提案し、その設計法を確立している。また、同様に床
版接合部における設計法も確立している。















(1) 鋼製地中連続壁の核となる新構造部材 NS-BOX を開発し、薄壁化および現場省スペースの可能な地中連続壁
工法を実現している。
(2) 鋼製地中連続壁に関する設計・施工技術開発を行い、本体壁として利用可能なわが国独自の地中連続壁工法を
確立している。
(3) NS-BOX とコンクリートの複合構造に関する各種構造試験により、新たな合成構造設計法を確立し、鋼コンク
リート複合構造技術の発展に貢献している。
性) 本工法は、現在、地下道路、地下駅、立坑などに使用され、わが国のみならず、海外においても地下空間建設
に貢献している。
以上のように、本論文は、鋼製地中連続壁工法を開発するとともに、数多くの実構造物に適用したものであり、地
盤工学、構造工学、および土木工学の進歩に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるもの
と認める。
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